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駿
河
湾
の
サ
ク
ラ
エ
ビ
漁
師
が
昨
年
か
ら
強
い
濁
り
を
指

摘
す
る
静
岡
市
清
水
区
蒲
原
の
工
場
放
水
路
の
水
は
、
今
年

に
入

っ
て
も
濁
り
は
消
え
な
い
。
由
比
港
漁
協
の
宮
原
淳

一

組
合
長
は
１
日
の
記
者
会
見
で
周
辺
の
泥
の
成
分
調
査
結
果

を
発
表
し
、
富
士
川
上
流
域
に
あ
る
雨
畑
ダ
ム
湖

（山
梨
県

早
川
町
）
の
汚
れ
に
つ
い
て
も
言

及
し
た
”
た
だ
、
濁
り
の
原
因
は

分
か
ら
な
い
ま
ま
。

一
方
、
河
川

に
整
備
し
た
ダ
ム
か
ら
流
れ
出
る

土
砂
と
、
海
の
漁
業
被
害
の
関
係

が
注
目
さ
れ
た
先
例
が
日
本
海
の

富
山
湾
に
あ
る
。

富
山
湾
ル
ボ

ダムから土砂 ,「海カ

資
料
を
手
に
、
排
砂
に
よ
る
漁
業
被
害
を
語
る
泊
漁
業
協
同
組
合

の
脇
山
正
美
組
合
長

（左
）
＝
１
月
１８
日
、
冨
山
県
朝
日
町

Ｉ
Ｊ

こ
ｂ

働

■

「生
態
系
の
変
化
を
今

も
感
じ
て
い
る
」
。
富
山

県
朝
日
町
の
泊
漁
業
協
同

組
合
の
脇
山
正
美
組
合
長

（５７
）
は
１
月
中
旬
、
排
砂

に
よ
る
富
山
湾
の
影
響
を

振
り
返
り
、
真
顔
で
記
者

に
語
り
掛
け
た
。

富
山
湾
に
注
ぐ
黒
部
川

上
流
の
出
し
平

（だ
し
だ

い
ら
）
ダ
ム
は
毎
年
夏
、

年
間
を
通
じ
て
堆
積
し
た

土
砂
を
数
日
か
け
て
下
流

に
排
出
す
る

「排
砂

（は

い
さ
）
」
を
行
う
。

同
町
な
ど
の
漁
師
ら
計

‐３
人
と
ワ
カ
メ
栽
培
組
合

は
２
０
０
２
年
、
排
砂
が

富
山
湾
の
ヒ
ラ
メ
や
養
殖

ワ
カ
メ
な
ど
の
漁
業
に
損

害
を
与
え
た
と
し
て
、
ダ

ム
設
置
者
の
関
西
電
力
に

対
し
、
排
砂
差
し
止
め
な

ど
を
求
め
る
訴
え
を
富
山

地
裁
に
起
こ
し
た
。

一
審
は

「
ワ
カ
メ
収
穫

の
不
振
の
原
因
は
海
域
に

浮
遊
す
る
泥
に
よ
る
日
照

不
足
ま
た
は
泥
が
藻
体
に

付
着
し
た
こ
と
に
よ
る
成

長
不
良
に
よ
る
も
の
」
と

認
め
、
関
電
側
に
２
７
２

８
万
円
の
支
払
い
を
命
じ

た
。
訴
訟
は
Ｈ
年
、
二
審

名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
で

原
告
ら
の
高
齢
化
な
ど
の

問
題
が
立
ち
ふ
さ
が
り
、

漁
業
者
が
排
砂
監
視
に
関

与
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
で
和
解
。
結
局
、

出
し
平
ダ
ム
の
排
砂
と
す

で
に
廃
業
し
た
養
殖
ワ
カ

メ
以
外
の
漁
業
被
害
の
因

果
関
係
は
認
定
さ
れ
ず
、

排
砂
差
し
止
め
も
認
め
ら

れ
な
か

っ
た
。

一
面
が
茶
色
く
濁
る
海

の
写
真
、
ヘ
ド
ロ
が
積
も

る
海
底
の
映
像
。
脇
山
組

合
長
の
自
宅
に
は
今
も
、

排
砂
の
影
響
を
示
す
ミ
カ

ン
箱
３
箱
分
の
資
料
が
保

管
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
で

は
和
解
は
し
た
も
の
の
、

ヒ
ラ
メ
な
ど
の
不
漁
は
続

く
。
脇
山
組
合
長
は
膨
大

な
訴
訟
資
料
を
読
み
返

し
、
唇
を
か
む
。

「こ
の

ま
ま
で
は
富
山
湾
は
ダ
メ

に
な
っ
て
し
ま
う
」

原
告
代
表
だ

っ
た
入
善

町
の
漁
師
の
佐
藤
宗
雄
さ

ん
命
じ
も
、
駿
河
湾
に
関

心
を
寄
せ
る
。
海
流
が
西

か
ら
東

に
流
れ
る
富
山

湾
。
排
砂
被
害
を
主
張
し

て
い
た
の
は
主
に
黒
部
川

の
河

日
以
東
の
漁
業
者

だ
。し
か
し
近
年
は
、西
側

か
ら
も
排
砂
の
影
響
を
懸

念
す
る
声
が
上
が
る
。
「裁

判
は
終
わ

っ
て
も
排
砂
の

影
響
は
続
い
て
い
る
」

関
電
広
報
室
は

「ダ
ム

の
水
位
低
下
速
度
を
制
御

し
て
Ｓ
Ｓ
Ｑ
揺
鷲
黎
昌
３

の
ピ
ー
ク
を
低
く
す
る
な

ど
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に

努
め
て
い
る
」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。

∩
サ
ク
ラ
エ
ビ
異
変
」取
材
班
）

メなどの漁獲量が極端に減少。

関電は注意義務を怠つたため

漁師らの漁業行使権を侵害し

た不法行為責任がある。

双
方
の
主
な
主
張
と
判
決

静
岡
市
清
水
区
蒲
原
の
工
場
放
水
路
か
ら
駿
河

湾

（左
）
に
注
ぐ
濁
水
。
由
比
港
漁
協
の
漁
師

た
ち
は

「富
士
川
上
流
域
の
雨
畑
ダ
ム
か
ら
導

水
管
を
経
て
流
れ
込

ん
で
い
る
可
能
性
が
あ

露

杜
導

昇

動

嬰

襦

姉
弯

微粒子などは比重の軽い河川

水とともに海面付近を沖合ま
で流されると考えるのが自然.

漁場に沈殿・堆積する量はわず
か。しかも漁場に存在する微粒

子全てが出し平ダム由来のも
のであるわけでIまない。排砂中
の水質調査もしており、水生生

物に影響はない。

出し平ダムの排砂|よ 浅しヽ海域の海底に、自然な出水とは異な
る浮泥ないしぬかるみ状の泥の堆積を生じさせている。養殖
ワカメの不振|よ 、海域に浮遊する泥による日照不足または浮
遊する泥が藻体に付着したことによる成長不良などによるも
のと推認できるっ

※名古屋高裁金沢支部で後に和解


